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知多市新子育て支援施設基本計画のポイント 

地域ぐるみで子ども・子育てを支え、子どもがいきいきと育つまちを実現するため、新しい子

育て支援施設を整備することを目的に、「知多市新子育て支援施設基本計画」を策定しました。 
 

○ 施設の概要 

１ 配置場所 

朝倉駅周辺整備基本構想の計画対象地区のうち、「北街区」を予定し、

新図書館と併設 

２ 規模（延床面積） 

（屋内型あそび広場）２００㎡ ＋ （一時預かり施設）５０㎡ 

３ 供用開始予定 

令和 7 年（新図書館と同時） 

４ 整備の基本方針 

(1) 屋内型あそび広場 

・ボルダリングなど体を動かすことができる大型遊具のほか、知育玩具を年齢児ごとに２～３基ほど配置し、

天候に関係なく親子で楽しめる広場とします。 

・未就学児（６歳まで）の親子３０組程度の利用を想定し、利用は無料とします。 

(2) 一時預かり施設 

・商業施設や図書館利用者の利便性の向上のみならず、市の子育て世帯への支援を広めるため、保育ができない

理由がなくても子どもを預けることができる一時預かり施設とします。 

・１歳から未就学児までを対象とし、最大１０名の利用を想定し、利用は有料とします。 
 

お問い合わせ 
子ども若者支援課（子ども育成チーム）・幼児保育課（施設管理チーム） 
（０５６２－３６－２６５６）          （０５６２－３６－２６５９） 

▲遊具のイメージ 
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